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【手続補正書】
【提出日】令和3年7月29日(2021.7.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｗｎｔポリペプチドを調製する方法であって、前記方法は：
　ａ）シャペロンに結合されるＷｎｔポリペプチドを含むＷｎｔポリペプチド－シャペロ
ン複合体を生成するために、調整培地中の細胞においてＷｎｔポリペプチドとシャペロン
を共発現する工程；
　ｂ）精製されたＷｎｔポリペプチドを生成するために、スルホン化された多環芳香族化
合物で固定されたカラムを用いて前記Ｗｎｔポリペプチド－シャペロン複合体からＷｎｔ
ポリペプチドを溶出する工程；および
　ｃ）リポソームＷｎｔポリペプチドを生成するために、精製されたＷｎｔポリペプチド
を、リポソームの水溶液に接触させる工程、を含む、方法。
【請求項２】
　シャペロンはＦｒｉｚｚｌｅｄタンパク質を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　シャペロンはＦｒｉｚｚｌｅｄ－８融合タンパク質を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　Ｆｒｉｚｚｌｅｄ－８融合タンパク質は、切断されたＦｒｉｚｚｌｅｄ－８タンパク質
を含む、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　Ｆｒｉｚｚｌｅｄ－８融合タンパク質はＩｇＧ　Ｆｃ部分をさらに含む、請求項３に記
載の方法。
【請求項６】
　ＷｎｔポリペプチドはＷｎｔ３Ａポリペプチドである、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　Ｗｎｔ３Ａポリペプチドは、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１に対して少なくとも９０％の配列
同一性を含む、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　請求項１から７のいずれかに記載の方法により生成される医薬組成物であって、該医薬
組成物はリポソームＷｎｔ３Ａポリペプチドを含み、医薬組成物に存在する活性なＷｎｔ
３Ａポリペプチドの量は、骨移植片材料に投与されるときに約０．５ｎｇ／μＬ以下のＥ
Ｃ５０をもたらす、医薬組成物。
【請求項９】
　Ｗｎｔ３Ａポリペプチドは、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１に対して少なくとも９０％の配列
同一性を含む、請求項８に記載の医薬組成物。
【請求項１０】
　Ｗｎｔ３Ａポリペプチドは、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１のアミノ酸配列からなる、請求項
９に記載の医薬組成物。
【請求項１１】
　Ｗｎｔ３Ａポリペプチドは、約１～約３３のアミノ酸の切断、随意にＣ末端切断を含む
、請求項８に記載の医薬組成物。
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【請求項１２】
　Ｗｎｔポリペプチドは、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１に記載のアミノ酸残基２０９に対応す
るアミノ酸位置において脂質修飾を含む、請求項８に記載の医薬組成物。
【請求項１３】
　Ｗｎｔポリペプチドはパルミチン酸で修飾される、請求項１２に記載の医薬組成物。
【請求項１４】
　Ｗｎｔ３Ａポリペプチドは、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：２に対して少なくとも９０％の配列
同一性を含む、請求項８に記載の医薬組成物。
【請求項１５】
　Ｗｎｔ３Ａポリペプチドは、ＳＥＱ　ＩＤ　ＮＯ：１のアミノ酸配列からなる、請求項
１４に記載の医薬組成物。
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